
2012(平成 24)年 6月 12日 

保護者の皆様 

卒業生の皆様 

教職員 各位 

その他有志の皆様 

 

東日本大震災緊急復興支援委員会活動完了及び今後の取扱いについて 

 

東日本大震災緊急復興支援委員会 

委員長 Ｇ.Ｗ.バークレー 

 

東日本大震災緊急復興支援委員会は、昨年 3月 11日に発生した東日本大震災への緊急復興

支援のために、同月 14日付けで委員会を設置以降、次頁以降のとおり活動を実施し、関係各

位のご理解とご協力のもと、その活動に一定の成果を上げることができました。ここに、本

委員会活動を支援いただいた全ての皆様に厚くお礼申しあげます。 

一方、皆様ご承知のとおり、東日本大震災復興への道のりは長く険しく、これからも継続

的な支援が必要とされております。そこで、西南学院からの息の長い支援活動を継続させる

ために、6月末日をもって本委員会活動を完了し、7月 1日からは下記の体制で活動すること

といたします。 

今後とも、東日本大震災復興へのご支援を引き続き、よろしくお願いいたします。 

 

記 

 

2012(平成 24)年 7月 1日以降の支援体制 

 

大 学 

大学ボランティア派遣、学院本部・大学での義援金活動等の被災地支援活動を、大学

ボランティアセンター(7月 1日付け設置)の所管とする。 

 

中学校・高等学校、小学校、舞鶴幼稚園、早緑子供の園 

各学校及び園での被災地支援活動を各学校及び園の所管とする。 

 

※2012(平成 24)年度の義援金活動は、第 4期として継続することが決定した。 

(活動期間：2013(平成 25)年 3月 15日まで、担当部署：経理課) 

 

以上 

  



＜参考：活動概略＞ 

●学院本部及び大学 

2011(平成 23)年 活動内容 備考 

3月 14日 西南学院東北・関東大震災緊急復興支援委員会

(各小委員会含む)設置 

 

3月 15日 義援金(第 1期:～4月 30日)開始 義援金額 :9,449,787

円 

4月 20日 委員会名称を東日本大震災緊急復興支援委員会

(各小委員会含む)に変更 

 

4月 碧波寮(大学男子寮)での被災地域学生の受入れ 受入期間:～8月末 

5月 11日 義援金(第 2期:～9月 15日)開始 義援金額:682,757円 

7月 20日 大学ボランティア募集(～7月 29日)  

7月 27日 大学ボランティア説明会  

8月 8日 大学ボランティア・オリエンテーション  

8月 12日 大学神学部被災地支援 学生 16名、引率 4名 

8月 12日 大学人間科学部児童教育学科被災地支援 学生 1名、引率 1名 

8月 30日 大学ボランティア・オリエンテーション  

9月 2日 大学ボランティア派遣(気仙沼:～9月 9日) 学生 5名、引率 1名 

9月 6日 大学ボランティア派遣(遠野:～9月 10日) 学生 20名、引率 2名 

9月 9日 大学ボランティア派遣(気仙沼:～9月 16日) 学生 7名、引率 1名 

9月 16日 大学ボランティア派遣(気仙沼:～9月 23日) 学生 8名、引率 1名 

9月 28日 大学ボランティア反省会  

10月 3日 義援金(第 3期:～3月 15日)開始  

 弁当容器回収による支援開始  

10月 20日 大学ボランティア募集(～10月 27日)  

11月 2日 大学ボランティア報告会  

11月 7日 大学ボランティア・オリエンテーション  

11月 12日 大学ボランティア派遣(遠野:～16日) 学生 14名、引率 2名 

11月 18日 大学ボランティア派遣(仙台:～22日) 学生 12名、引率 2名 

12月 7日 大学ボランティア反省会  

 

東日本大震災緊急復興支援委員会：3回開催(3/15、5/11、4/5) 

東日本大震災緊急復興支援学院本部・大学小委員会：10回開催 

(3/17、3/28、4/20、6/7、6/29、7/20、9/27、10/13、3/28、6/6) 

(2012(平成 24)年 6月現在) 

  



●中学校・高等学校 

・東日本大震災被災者支援緊急募金(校内募金及び街頭募金) 

高等学校校内募金(3月 14日、15日)：207,766 円 

高等学校街頭募金(3月 16日、17日)：1,949,001円 

中学校校内募金：209,404円 

中学校街頭募金：1,209,655円 

・被災地に歯ブラシを！ 

九州歯科大学に進学した卒業生からの呼びかけにより、歯科医、口腔ケア関係者提唱の

プロジェクトに参加し、中型段ボール箱 3箱分の歯ブラシを集め、九州歯科大学のプロジ

ェクトチーム経由で被災地に届けた。 

・「復興の狼煙(のろし)」ポスター展の開催 

被災した釜石市や大槌町の風景をバックに、復興に向けて立ち上がろうとする方々の姿

を撮った 40枚の写真を約 1か月展示した。 

・「金丸通信」の掲示 

仙台北教会で被災地支援活動をされている金丸牧師の私信「金丸通信」をエントランス

ホールに掲示した。 

・クリスマス献金 

あしなが育英会の東日本大震災・津波遺児奨学金に 250,000円を送呈した。 

・高校後援会での取組み 

母の会で文化祭バザーの収益金をあしなが育英会の東日本津波遺児支援に 300,000円を

送呈した。 

 

●小学校 

児童・保護者からのクリスマス献金の一部 103,361 円を義援金として寄附した。また、

現在の 5 年生が中心となって校内でベルマークを募集し、約 25,000 点をベルマーク財団

に送付し、ベルマーク財団から被災地に寄贈された。 

 

●舞鶴幼稚園 

3月 15日の卒業式の日から募金活動を開始し、終園までの 3日間で約 15万円が集まり、

その後も募金箱を設置し、登降園時は教師による募金活動が行われた。また、6月、11月

及びクリスマスには、災害支援献金としてキリスト教保育連盟に 176,979 円を送金した。 

 

●早緑子供の園 

3 月に募金箱設置し、募金活動を行った。また、7 月には、卒園生保護者による支援物

資の提供協力の依頼を受け、支援物資を募った。 


